






































 平成 �� 年度は、第 � 期中期目標期間の最終年度であり、�� 年度からの新執行部体制で、上記の目標
を達成するために、「４つの強み」によって「５つの連ケイ」を進め「３つの戦略」を実行するという「４・５・３戦
略」を定め、第 � 期中期目標期間における「機能強化」構想を � 月に策定しました。「深い専門性」と「国際
的な通用性」と「異分野連繋性」を兼ねそなえた研究者の養成を、基盤機関・機構等法人との連係で進める
ために、教育は戦略 �、研究は戦略 ��、基盤整備・強化は戦略 ��� を定め、対応する取組で推進するという
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7  




①  分野横断型教育プログラム育成・推進（��� �件、��� ��件試行）�


























図 �： �つの戦略と �つの取組�
7  




①  分野横断型教育プログラム育成・推進（��� �件、��� ��件試行）�






























①  学長・機構長等連絡協議会開催（��� �回、��� �回）�
②  シニアパートナー会議設置開催（��� �回、��� �回）�
③  情報基盤センターと附属図書館の統合による「学術情報基盤センター」の設置�
④  学融合推進機構設置にむけて準備室立上ＷＧの設置�




















































①  学長・機構長等連絡協議会開催（��� �回、��� �回）�
②  シニアパートナー会議設置開催（��� �回、��� �回）�
③  情報基盤センターと附属図書館の統合による「学術情報基盤センター」の設置�
④  学融合推進機構設置にむけて準備室立上ＷＧの設置�






























































「主たる対象」によるものであって、厳密なものではありません。�3.1 全学的教育事業 3.1.1 フレッシュマンコース 
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です。�4.1.5 平成 27 年度実績 
各研究事業における採択研究は以下のとおりです。�
  戦略的共同研究Ⅰ（継続分）�
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  グローバル共同研究（継続分）�
タイトル  専攻名  代表者  期間 
失われた生態システムの多様性解明に向けた古
代 ���研究の展開�
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4.1.3 グローバル共同研究 
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途として、本学教員の研究内容の一般向け記事が定期的に新聞紙面に掲載されています。�5.1.2 大学公式 HP 






  サイエンスカフェ�（参加者数は ������参照）� 21  
  中高生のための科学セミナー�（参加者数は ������参照）�
  大学共同利用機関シンポジウム及び自然科学研究機構シンポジウムでの総研大ブース出展�
•  第 ��回自然科学研究機構シンポジウム【����年 �月 ��日開催】 ���名参加�
•  第 ��回自然科学研究機構シンポジウム【����年 �月 ��日開催】 ���名参加�5.1.4 広報誌 
 広報社会連携室で作成している広報誌は以下 �点になります。�
  大学要覧�
  総研大ニュースレター作成��5.1.5 平成 27 年度地域交流イベント開催報告 
  「湘南国際村フェスティバル ����」�
日程：平成 ��年 �月 �日（日・祝）�
  講演会「太陽系の進化を探る―「はやぶさ」から「はやぶさ �」へ―」�





•  深津亜里紗  構造分子科学専攻 学生�
•  「人工光合成への挑戦～光で引き起こされる化学反応に迫る～」�
•  春藤献一  国際日本研究専攻 学生�
•  「戦後動物愛護運動のはじまり�逗子に生きた英国人ジャック・ブリンクリーの思い�」�
•  菊池彩花  基礎生物学専攻 学生�
•  「「サンゴ礁」はなぜ海の熱帯林なのか？」�








•  講師：渡辺佑基 極域科学専攻 助教�
•  場所：横須賀市自然・人文博物館 講座室�
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•  場所：理科ハウス（逗子市）�
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•  深津亜里紗  構造分子科学専攻 学生�
•  「人工光合成への挑戦～光で引き起こされる化学反応に迫る～」�
•  春藤献一  国際日本研究専攻 学生�
•  「戦後動物愛護運動のはじまり�逗子に生きた英国人ジャック・ブリンクリーの思い�」�
•  菊池彩花  基礎生物学専攻 学生�
•  「「サンゴ礁」はなぜ海の熱帯林なのか？」�








•  講師：渡辺佑基 極域科学専攻 助教�
•  場所：横須賀市自然・人文博物館 講座室�




•  講師：西村幸男 生理化学専攻 准教授�
•  場所：理科ハウス（逗子市）�







































































































•  ����������������（新規 �������冊・累計 ������冊）�
また�、論文検索データベース��として� �����を、その分析ツールとして �������を提供しました。�
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�6.1 連携推進事業 6.1.1 国際的な広報・教育連携のための主な外国訪問 
  ベトナム 















 �月 ��日から ��日まで、永山國昭理事、平田光司教授（生命共生体進化学専攻、学長補佐・学融合推
進センター長）、内川明佳助教（学融合推進センター）にて、台湾中央研究院を訪問し、同研究院が進める
��������������������������������������������と総研大との連携の可能性について意見交換を行いました。�6.1.2 JSPS サマー・プログラム 
 本学は、過去 �� 年にわたり、欧米の若手研究者を短期招聘する「サマー・プログラム」に協力し、現在は、
独立行政法人日本学術振興会（����）との共催にて実施しています。本プログラムは、アメリカ合衆国、英









 ����サマー・プログラムのオリエンテーション期間中の �月 ��日から ��日まで、本学学生を対象とした
「国際コミュニケーション」が実施されました。英語によるポスタープレゼンテーションの実践的知識の向上を
目的とするもので、最終日には、����フェローとともにポスタープレゼンテーションに参加しました。参加し
た６名の学生からは「自信がついた」と非常に好意的なフィードバックが得られました。�6.1.4 第 2 回 総研大—UST 共同セミナー 
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No. 専攻 氏名 派遣先・受入機関（国・地域） 滞在期間 
文化科学研究科 1 地域文化学 金 セッピョル RAI International Festival of Ethnographic Film (Bristol), Granada Centre for Visual Anthropology (Manchester), The Natural Death Center (London)（英国） 
H27/6/12 – 6/28 
2 地域文化学 高木 仁 東ニカラグア、北大西洋自治州北海岸地
方 ミスキート村落（ニカラグア） H28/1/23 – 2/28 3 日本歴史研究 君島 彩子 University of Erfurt（ドイツ） H27/8/17 – 8/31 4 日本歴史研究 秋山 かおり 米国国立公文書館サンフランシスコ分館 / 米国国立公文書館 II（米国） H28/2/15 – H28/2/29 5 日本文学研究 黄 昱 泉州、福州（中国） H27/6/12-6/25 
物理科学研究科 6 構造分子科学 橋谷田 俊 グラスゴー大学（英国） H27/11/22 – 12/6 7 機能分子科学 石渡 大貴 チュラロンコン大学（タイ） H28/2/8 – 2/29 
高エネルギー加速器科学研究科 8 素粒子原子核 富井 正明 ブルックヘブン国立研究所（米国） H28/1/14 – 1/29 
複合科学研究科 9 情報学 Bui Van Thach INRIA (French National Institute for computer science and applied mathematics)（フランス） H27/10/3 – 11/19 10 情報学 Alvaro Gradillas Nestor ケンブリッジ大学（英国） H27/8/17 – 9/15 
���
 
11 統計科学 Lu Xiaolei カリフォルニア大学バークレー校 / 南カリ
フォルニア大学・（米国） H28/1/14 – 2/28 
12 極域科学 浅井 博明 アラスカ大学フェアバンクス校（米国） H28/1/23 – 2/28 
生命科学研究科 13 生理科学 鈴木 迪諒 Leuven Catholic University（ベルギー） H27/11/8 – 12/7 
14 遺伝学 今井 亮輔 ウッズホール海洋生物学研究所(MBL)
（米国）  H28/1/31 – 2/22 
15 遺伝学 Xiaokaiti Xiayire CAS-MPG Partner Institute for Computational Biology（中国） H28/2/15 – 2/29 
先導科学研究科 16 生命共生体 
進化学 Chen Pei-Ju 辞退 -- 
17 生命共生体 





資することも目的としています。平成 ��年度には ��件の応募があり、以下の �件を採択しました。�




研究 原山 浩介 20 世紀前半のハワイにおける社会運動とイ
ンターナショナリズムに
関する研究 
University of Hawai’I at Mania（米国） H27/9/25 – H28/2/20 
���
 




No. 専攻 氏名 派遣先・受入機関（国・地域） 滞在期間 
文化科学研究科 1 地域文化学 金 セッピョル RAI International Festival of Ethnographic Film (Bristol), Granada Centre for Visual Anthropology (Manchester), The Natural Death Center (London)（英国） 
H27/6/12 – 6/28 
2 地域文化学 高木 仁 東ニカラグア、北大西洋自治州北海岸地
方 ミスキート村落（ニカラグア） H28/1/23 – 2/28 3 日本歴史研究 君島 彩子 University of Erfurt（ドイツ） H27/8/17 – 8/31 4 日本歴史研究 秋山 かおり 米国国立公文書館サンフランシスコ分館 / 米国国立公文書館 II（米国） H28/2/15 – H28/2/29 5 日本文学研究 黄 昱 泉州、福州（中国） H27/6/12-6/25 
物理科学研究科 6 構造分子科学 橋谷田 俊 グラスゴー大学（英国） H27/11/22 – 12/6 7 機能分子科学 石渡 大貴 チュラロンコン大学（タイ） H28/2/8 – 2/29 
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複合科学研究科 9 情報学 Bui Van Thach INRIA (French National Institute for computer science and applied mathematics)（フランス） H27/10/3 – 11/19 10 情報学 Alvaro Gradillas Nestor ケンブリッジ大学（英国） H27/8/17 – 9/15 
���
 
11 統計科学 Lu Xiaolei カリフォルニア大学バークレー校 / 南カリ
フォルニア大学・（米国） H28/1/14 – 2/28 
12 極域科学 浅井 博明 アラスカ大学フェアバンクス校（米国） H28/1/23 – 2/28 
生命科学研究科 13 生理科学 鈴木 迪諒 Leuven Catholic University（ベルギー） H27/11/8 – 12/7 
14 遺伝学 今井 亮輔 ウッズホール海洋生物学研究所(MBL)
（米国）  H28/1/31 – 2/22 
15 遺伝学 Xiaokaiti Xiayire CAS-MPG Partner Institute for Computational Biology（中国） H28/2/15 – 2/29 
先導科学研究科 16 生命共生体 
進化学 Chen Pei-Ju 辞退 -- 
17 生命共生体 





資することも目的としています。平成 ��年度には ��件の応募があり、以下の �件を採択しました。�




研究 原山 浩介 20 世紀前半のハワイにおける社会運動とイ
ンターナショナリズムに
関する研究 
University of Hawai’I at Mania（米国） H27/9/25 – H28/2/20 
���
 
物理科学研究科 2 核融合 
科学 成嶋 吉朗 多様な 3 次元平衡磁場配位における磁気島
ダイナミクスの共通理
解の形成 (核融合学) 
Centro de Investigaciones Energéticas, Medioambientales y Tecnológicas (CIEMAT),Laboratorio Nacional de Fusión（スペ
イン） 
H27/6/21 – 9/18 
3 宇宙科学 田村 隆幸 X 線観測による宇宙の
大規模構造と進化の研
究 (宇宙物理学) University of Helsinki,Department of Physics（フィンランド） H27/9/26 – 10/26 
高エネルギー加速器科学研究科 4 素粒子 
原子核 井岡 邦仁 長期間ブラックホールジェットと宇宙線 The Hebrew University of Jerusalem,The Racah Institute of Physics（イスラ
エル） 
H27/6/22 – 8/29 
5 素粒子 
原子核 川崎 真介 高強度超冷中性子源の開発 Canada's national laboratory for particle and nuclear physic (TRIUMF),Particle Physics（カナダ） 
H28/1/26 – 2/29 




University of Namur,Department of Mathematics（ベルギー） H27/9/6 – 12/11 
7 情報学 鄭 顕志 制御された自己適応シ
ステムのためのソフトウ
ェア工学に関する研究 Universidad de Buenos Aires（アルゼンチン） H28/1/16 – 2/18 
先導科学研究科 8 生命共生
体進化学 那須 浩郎 東アジアにおける栽培植物の進化と農耕の起
源に関する植物考古
学的研究 








ワークの構築・強化に資することも目的としています。平成 ��年度には ��件の応募があり、以下のとおり �
件を採択しました。�
















科学 石黒 静児 アジア冬の 学校 アジア地域を中心とした海外および国内の学生・





科学 石黒 静児 アジア冬の学校（追加申請） アジア地域を中心とした海外および国内の学生・





科学 津守 克嘉 NBI 用負イオン源内におけ
るセシウムダイ
ナミクス 
Dr. Roland Friedl Post doctorial researcher, University of Augsbrug H28/2/1 – 2/21（核融合科学研究所） 
���
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高エネルギー加速器科学研究科 5 素粒子 




子物理研究者、学生 H27/10/28 – 10/30（高エネルギー加速器研究
機構東海キャンパス） 
生命科学研究科 6 基礎 
生物学 高田 慎治 岡崎生命科学インターンシッ
ププログラム 海外の優秀な大学生および修士学生 採択日から H28/3/31（基礎生物学研究所、生理学研究所） 7 基礎 






8 遺伝学 鈴木  
えみ子 遺伝研体験入学プログラム 海外の生命科学系大学院生及び学部最終学年
生 H27/5/25 – 9/4（国立遺伝学研究所） 
先導科学研究科 9 生命共生









平成 ��年度には �件の応募があり、以下のとおり �件を採択しました。�




研究 山下 則子 第 39 回国際日本文学研究
集会 日本文学に関心のある者（研究者・大学院生・学生・留学生等） H2711 /14 – 11/15（国文学研究資料館） 
���
 
物理科学研究科 2 核融合 




















高エネルギー加速器科学研究科 4 加速器 











原子核 西村 淳 KEK 総研大理論研究会 国内外の関連分野の研究者約100 名 H28/1/5 – 1/8（高エネルギー加
速器研究機構） 6 素粒子 
原子核 北野  龍一郎 KEK 現象論研究会 2016 国内外の素粒子理論と素粒子実験の研究者。（総研大教員・
大学院生、KEK 研究員を含む） H28/2/9 – 2/12（高エネルギー加速器研究機構） 7 素粒子 





ポスドク、大学・研究所スタッフ） H28/3/2- 3/4（いばらき量子ビーム研究センター） 
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額を支援するものです。平成 ��年度には �件の応募があり、以下のとおり �件を採択しました。�
No. 専攻 氏名 事業名 参加対象 
実施日程 
（実施場所） 





のある学生 30 名程度（タイ約10 名、日本約 5 名、韓国約 5
名、他地域約 10 名） 
H28/2/15 – 2/19（タイ） 
高エネルギー加速器科学研究科 2 素粒子 































  第 �回（��／��）：「天文学」、眞山 聡講師�
  第 �回（�／��）：「生物物理学」、永山國昭理事�
�7.2 地域貢献 7.2.1 講演会開催等 
  「湘南国際村フェスティバル ����」��日程：平成 ��年 �月 �日（日・祝）�
（�������平成 ��年度地域交流イベント開催報告 参照）�
  サイエンスカフェ（�������平成 ��年度地域交流イベント開催報告 参照）�
かながわ国際交流財団湘南国際村�学術研究センターとの共催（葉山町後援）で行っています。�
  「湘南国際村フェスティバル ����」（平成 ��年 �月 �日）で実施したもの�
  平成 ��年 �月 ��日に実施したもの�
  中高生のための科学セミナー（�������平成 ��年度地域交流イベント開催報告 参照）�
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付録 A 平成 27 年度行事日程 
�月 �日� � � 春期入学式�
�月 ����日� � � 平成 ��年度前学期総研大フレッシュマン・コース�
�月 �日� � � 総研大科学者賞（第 �回）・総研大科学者賞（第 �回）授賞式�
�月 ��日� � � 学融合推進センター平成 ��年度公募型研究事業新規募集開始�
�月 ��日 � � � 平成 27 年度新規研究事業公募説明会 4 月 25 日   総研大プロジェクト第 9 回企画会議(歴史民俗博物館) 
�月 �日� �湘南国際村フェスティバル����� 「太陽系の進化を探る―「はやぶさ」か
ら「はやぶさ �」へ―」��サイエンスカフェ「科学を楽しむ」�
�月 ��日� �総研大葉山セミナー 岡田泰伸学長「「生体内クロライドイオンの役割 ― 
脇役から主役へ ―」�
�月 �����日� � � 国際コミュニケーション�
�月 �����日� � � ������サマープログラム開講式およびオリエンテーション�
�月 ��日� � � 新規研究課題ヒアリングおよび採択（学融合推進センター運営委員会）�
�月 ��日� � � 中高生のための科学セミナー「ペンギンとマグロとクジラの最新科学」�
�月 ��日� � � �����サマープログラム報告会（ホテルグランドパレス）�
�月 ��日� � � 平成 ��年度秋季学位記授与式�
�月 ��日� � � 長倉研究奨励賞（第 ��回）・総合研究大学院大学研究賞授賞式�
��月 �日� � � 平成 ��年度秋季入学式�
��月 ���日� � � 平成 ��年度後学期フレッシュマン・コース�
��月 ��日����月 �日� � 国際連携推進事業 ベトナム・����等訪問、日本留学フェア参加�
��月 �日� � � 第 ��回先導科学研究科・学術講演会�11 月 9-10 日   総研大プロジェクト第 10 回企画会議(分子研・基礎生物学研) 
��月 ��日���日� � 総研大����共同セミナー「ビッグデータと計算科学ワークショップ」�
��月 ��日� � � 大学共同利用機関シンポジウム ����参加�
��月 ��日���日� � 国際連携推進事業 タイ・マヒドン大学等訪問、日本留学フェア参加�
�月 ��日���日�� � 学融合推進センター公募型研究事業公開研究報告会�
�月 ��日� � � 総研大学術シンポジウム「学術とことば」�
�月 ��日� � � 総研大科学者賞（第 �回）受賞者決定（授賞式 �������）�
�月 ��日� � � サイエンスカフェ「脳とコンピューターをつなげる」�
�月 ��日� � � 総研大未来科学者賞（第 �回）受賞者決定（授賞式 �������）�
�月 ��日���日�� � 国際連携推進事業 台湾・���������������訪問�
�月 ��日� � � 平成 ��年度春季学位記授与�
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付録 B 平成２７年度 YASU 通信  
『����通信』は、岡田泰伸学長を中心に、より良い大学運営の改善、教育研究の拡充のため�
強いリーダーシップを発揮して取り組む大学改革の状況や、将来の研究を担う学生の皆さんへの�
熱いメッセージをダイレクトメールとして平成 ��年 �月より発行され始め、平成 ��年度は計 �回、�
平成 ��年度は計 �回発信されました。�
�
第 �回� ����年���月 ��日� “新しい学問の創造に向けて総研大で共に学ぼう”�
第 �回� ����年���月 �日� “リポジトリへの論文登録のお願い”�
第 �回� ����年���月 �日� “第 �期中期目標期間における総研大の機能強化構想”�
第 �回� ����年 ��月 �日� ”小林誠先生および中村真先生との対談を終えて�
 －ますます増す総研大と総研大学生・修了生の重要性－”�





































付録 C 研究業績等  
総研大の他の報告書に掲載されていない方の業績等を記載しています。書式等は各分野の方式に従って
記載しております。�
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��  E. Akiyama, T. Muto, N. Kusakabe, et al.,“Discovery of a Disk Gap Candidate at 20 AU in TW Hydrae”, 
����� �����������������（査読有）�全著者数 ��名、掲載順 ��番目��4.  �������� �������;� ������������;����������� �����;�����������������������������������������������
������� ������������������������������������������������������������（査読有）�全著者数 ��名、掲載
順 ��番目�  
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��  日本テレビ「変ラボ」、����年 �月 ��日�
��  ������（����年�第 �号）、����年 �月発行�
��  神奈川新聞、����年 �月 ��日�
��  神奈川新聞、����年 �月 ��日�
�
  学融合推進センター 助教 小松睦美（����年 �月〜�月分）�
��  業績リスト（査読有）Proceedings�
��  ������������ ������ ���� ���������� ���� ��������� ���� ������������� ������������ ������ ���������� ���
��������� �������� ����������� ��� ���������� ��� ������������ ����������� ����� ������ �������������
������������47th Lunar and Planetary Science Conference������������
��  Zolensky M. E., Mikouchi T., Hagiya K., Ohsumi K., Komatsu M., Chan Q. H. S., Le L., Kring D., Cato 
M., Fagan A. L., Gross J., Tanaka A., Takegawa D., Hoshikawa T., Yoshida T., Sawa N. 2016. Unique 
View of C Asteroid Regolith from the Jbilet Winselwan CM Chondrite, 47th Lunar and Planetary Science 
Conference, id. 2148.�
��  Mikouchi,T., Hagiya K., Sawa N., Kimura M., Ohsumi K., Komatsu M., Zolensky M. 2016. Synchrotron 
Radiation XRD Analysis of Indialite in Yamato�82094 Ungrouped Carbonaceous Chondrite, 47th Lunar 







  学融合推進センター 特任准教授 七田 麻美子（����年 �月〜�月分）�
学会発表等�
１� 七田麻美子・塚原直樹 「高大連携教育における動物倫理教育の実践について」平成 ��年 �月 大
学教育研究フォーラム 京都府 �
�




















–  ������� ����������� ������������ ���� ��������� ������� � “���� ��������� ���������������� ����� ���
������������� ��������� ��������� ������������� ������� ��������� ���������� �������������
������� �����������”����� ���������������������������������������������������������
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–  �����������������������������������������������������“Effects of Neutrons and γ���������
���������������������������������������������������������������������������”�������������������
����������������� ��������������������������������
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